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大会
6.11 （日）

第 64 回 真岡市消防操法大会

日ごろの訓練 成果をカタチに！

　公設芳賀地方卸売市場にて、市消防団による消防
操法大会が行われ、ポンプ車やホースを駆使した消
化動作のタイムおよび正確さを競いました。

寄贈
6.13 （火）

「ヌルク」 の井上代表、 大型ハンモックを寄贈

ハンモックで癒やしの時間を

　台町の登山用品製造販売会社「ヌルク」井
い の う え

上真
し ん

代
表が、多くの人に楽しんでもらいたいとアメリカ製
大型ハンモックを市へ寄贈しました。ハンモックは、
普段、真岡井頭温泉のキッズス
ペースに設置され、イベント開
催時は、屋外でも活用していく
予定です。

●団体成績 〔優勝〕 第 2 分団第 2 部、〔準優勝〕 第 1 分団第 5 部、〔第

３位〕 第 4 分団第 1 部
●個人成績 （最優秀賞 ・ 敬称略） 〔指揮者の部〕 第 4 分団第 1 部 中

島大輔、〔1 番員の部〕 第 2 分団第 2 部 細島直人、〔2 番員の部〕

第 2 分団第 2 部 田谷拓己、〔3 番員の部〕 第 5 分団第 2 部 北島英
明、〔4 番員の部〕 第 5 分団第 2 部 野口一樹

大会
7.2 （日）

第 58 回芳賀支部消防操法大会

息の合った迫力ある操法を披露

　真岡消防署茂木分署で、栃木県消防協会芳賀支部
消防操法大会が開催されました。芳賀郡内各市町を
勝ち抜いた代表が参加し、真岡市からは市操法大会
で優勝した山前地区第 2 分団第 2 部が出場しまし
た。惜しくも上位入賞は果たせませんでしたが、き
びきびとした動作で、市の代表として堂々とした操
法技術を披露しました。

●第 2 分団第 2 部　出場者 （敬称略）　代表者　白滝秀幸
　指揮者　柳田直哉　１番員　細島直人　２番員　田谷拓己
　３番員　小倉徹也　４番員　細島啓太　吸管補助員　鎌田賢司

活動
6.18 （日）

いつ起こるか分からない災害に備えて

土砂災害防災避難訓練（水戸部地区）

　今回の訓練は、土砂災害警戒情報発表後、警戒レ
ベル 4 の避難指示が発令された想定で行われ、地域
住民、地元消防団員などが参加し、情報伝達や避難ま
での行動を確認しました。また、真岡消防署による消
火訓練や搬送訓練も実施され、住民同士の連携や安
全の確保など災害時の対応を学びました。普段から、
地域の危険箇所を確認し、万が一に備えましょう。
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活動
7.2 （日）

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

第73回社会を明るくする運動 

　この運動は、犯罪や非行のない安全で安心な明る
い地域社会を築くための啓発活動です。市内 5 カ
所で行われ、真岡市保護司会、真岡市更生保護女性
会、真岡市青少年健全育成連絡協議会、ボーイスカ
ウト、ガールスカウトなどが参加しました。薬物乱
用を防止するためのリーフレットなどを配布し「社
会を明るくする運動」への協力を呼びかけました。

イベント
7.7 （金）

もおか市合同就職面接会

“真岡で働く” を応援！

　この合同就職面接会は、働く人材の確保と、市内
の企業へ就職を希望する方への支援を目的に、毎年
行われているものです。21 社の人事担当者と 31
人の求職者が集まり、各企業ごとに設けられたブー
スで面接が行われました。緊張感が漂いながらも積
極的に自らを PR するなど、活気のある面接会とな
りました。

活動
6.17 （土）

高校生の “推しボラ” フードバンク活動

「もったいない」 を広めよう

　推し街ボランティア（推しボラ）とは、高校生の
ボランティア体験事業で、市内の自治会や市民団体
と連携して地域貢献活動を行っています。この日は

「NPO 法人ま・ わ・ た」が運営するフードバンク活動
に、真岡女子高校、下館第一高校の生徒 8 人が参加
しました。大人のスタッフと一緒に、受付や食料品
の配布、運搬などを行い、助け合いの輪を広げました。※裏表紙 SDG ｓ MOKA に関連記事を掲載

活動
6.16 （金）

制服リユースボランティア （真岡東中学校）

使えるものはみんなで使おう

　真岡東中学校では、保護者と生徒のボランティア活
動として、制服などの再利用を進めています。この日
は、保護者と生徒約 20 人が集まり、提供された制服
や運動着などのサイズ、状態確認作業を行いました。
仕分けられた制服類は、入学や衣替え時期に配布会を
行い、新たな持ち主の手に渡ります。リユースを通じ
て、人と人とのつながりも育む活動となっています。※制服や運動着などは、 真岡東中学校で常時受付しています


